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• 金沢生まれ

• 金沢泉丘高校卒業 （海外に憧れる子）

• 上智大学大学外国語学部フランス語学科
• 政策研究大学院大学（国際開発学修士）

• フランスで不動産会社勤務

• モンゴルで草原管理について（JICA専門家）

• 東京で気候変動に関する研究（国連大学）

• タイで気候変動と水資源に関する研究（JICA-JST)

• 2014年から現職
• ユニバーサルデザインいしかわ理事

• 能登SDGsラボ運営委員

• 金沢レインボープライド理事
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金沢に国連機関があるんです‼

国連本部(NY)、ユニセフ(NY)、
ユネスコ(Paris)、WHO(ジュネーブ、

UNEP（ナイロビ）, 

FAO（ローマ）….

国連大学（東京）
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いしかわ・かなざわオペレーティングユニット

（Opera&ng Unit Ishikawa/Kanazawa :OUIK) 

設立： 石川国際協力研究機構を前身として2008年に石川県、金沢市、国連大学IASにより

設立。 国連大学IASが国内に持つ唯一のフィールドオフィスとして活動13年目。

目的： 石川の豊かな生物文化多様性、里山里海保全、活用のための研究による政策提言か

ら持続可能な地域作りに貢献する

アプローチ １） 地域多様な主体、グローバルパートナーとの協働と共同研究

２）協働を通じた人材育成

３）地域からの学びを国際ネットワークで発信、地域にフィードバック

地域と地球の豊かさを研究するユニット

Ø 生物多様性条約・愛知目標（CBD) 2010-2020

Ø 能登の里山里海 （FAO世界農業遺産) 2011-

Ø 金沢市・ユネスコ創造都市ネットワーク 2009-

Ø 白山ユネスコエコパーク （UNESCO MAB) 2016(拡張登録 -

Ø 持続可能な開発目標 SDGs 2015-2030

グローバル・ネットワーク



Sustainable 
Development 

Goals
（持続可能な開
発⽬標）とは?

•「2015年9⽉の国連「持続可能な開発」サミットで全

会⼀致で193の加盟国が採択

•『誰も取り残されない』世界を実現しようという壮⼤

な試み

•これまでの環境問題と開発問題を統合

•各国代表、NPO、研究機関、国際機関、市⺠社会など

多くの⼈が参加し、策定に3年をかけた



具体的に言うと?

• 国連加盟193か国が2016年〜2030年の15年間で達成する⾏動計画です

• 2030年に向けた17の⼤きな⽬標と、それらを達成するための

具体的な169のターゲットで構成されています



途上国の開発課題の積み残し

1．貧困をなくそう

あらゆる場所で、あらゆる形態
の貧困に終止符を打つ

2．飢餓をゼロに

飢餓に終止符を打ち、食料の安定
確保と栄養状態の改善を達成する
とともに、持続可能な農業を推進
する

3．すべての人に健康と福祉を

あらゆる年齢のすべての人の健康
的な生活を確保し、福祉を推進す
る

4．質の高い教育をみんなに

すべての人に包摂的(※)かつ公

平で質の高い教育を提供し、生涯
学習の機会を促進する

5．ジェンダー平等を実現しよう

ジェンダーの平等を達成し、すべ
ての女性と女児のエンパワーメン
トを図る

6．安全な水とトイレを世界中に

すべての人に水と衛生へのアク
セスと持続可能な管理を確保す
る



私たちの生活にも関連の深いゴール

7．エネルギーをみんなに そし
てクリーンに
すべての人々に手ごろで信頼でき、
持続可能かつ近代的なエネ ルギー

へのアクセスを確保する

8．働きがいも経済成長も

すべての人のための持続的、包
摂的かつ持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用およびディー
セント・ワーク（働きがいのある
人間らしい仕事）を推進する

9．産業と技術革新の基盤をつ
くろう

強靭なインフラを整備し、包摂
的で持続可能な産業化を推
進するとともに、技術革新の
拡大を図る

10．人や国の不平等をなくそう

国内および国家間の格差を是正する

11．住み続けられるまちづくりを

都市と人間の居住地を包摂的、
安全、強靭かつ持続可能にする

12．つくる責任 つかう責任

持続可能な消費と生産のパ
ターンを確保する



地球全体のゴール

13．気候変動に具体的な対

策を
気候変動とその影響に立ち向
かうため、緊急対策を取る

14．海の豊かさを守ろう

海洋と海洋資源を持続可能
な開発に向けて保全し、持
続可能な形で利用する

15．陸の豊かさも守ろう

陸上生態系の保護、回復およ
び持続可能な利用の推進、森
林の持続可能な管理、砂漠化
への対処、土地劣化の阻止お
よび逆転、ならびに生物多様性
損失の阻止を図る

16．平和と公正をすべての人に

持続可能な開発に向けて平和で
包摂的な社会を推進し、すべて
の人に司法へのアクセスを提供
するとともに、あらゆるレベルに
おいて効果的で責任ある包摂的
な制度を構築する

17．パートナーシップで目標

を達成しよう
持続可能な開発に向けて実
施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性
化する



SDGsの3層構造

1

0

17のゴール

169の具体的な⽬標

達成度合いを測る232の指標

2030年のありたい姿



各国の貧困ラインを下
回って生活している人口
の割合（性別、年齢別）

2030年までに、現在１日1.25

ドル未満で生活する人々と定
義 されている極度の貧困を
あらゆる場所で終わらせる。

2030年までに、各国定義によ

るあらゆる次元の貧困状態に

ある、全ての年齢の男性、女
性、子供の割合を半減させる。

国際的な貧困ライン(1.25$/

日）を下回って生活している
人口の割合（性別、年齢、

雇用形態、地理的ロケー
ション（都市/地方）別）

各国の定義に基づ
き、あらゆる次元で

貧困ラインを下回っ
て生活している男

性、女性及び子供の
割合（全年齢）

具体目標１−１ 具体目標１−２

指標１−１−１ 指標１−１−１ 指標１−１−２



小学校に入学する年齢
より１年前の時点で体系
的な学習に参加してい
る者の割合（性別ごと）

4.2.1 健康、学習及び心理

社会的な幸福について、順
調に発育している５歳未満

の子供の割合(性別ごと）

具体目標４−２

指標４−２−１ 指標４−２−２

2030年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高

い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育にアクセスする
ことにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

日本にあてはまる指標は
多くない😢 （一説には５％とも）



未来の世界中の⼦供達が我々と同じような豊かな⽣活を送れるように、私たちの世代で

様々な資源を使い切らないようにすること。私たちの社会の不公平な部分を少なくしてお

くこと

13

「持続可能な開発」とは?

経済

社会

環境

図：Stockholm Resilience Centerより



SDGsの広がり

企業
Ø 国連グローバルコンパクト

Ø 経団連が憲章の改定
Ø Society 5.0

学び
Ø (ESD) Educa+on for sustainable 

Developmentから

Ø SDGs教育により課題解決型人材
育成を目指す（学習指導要領）

Ø 社会教育

市民社会・生活
Ø 「誰も取り残さない」
Ø エシカル消費

Ø 地産地消
Ø 豊かさとは？

政治・行政
Ø SDGsアクションプラン2019（女性活
躍、地方創生、中小企業）

Ø SDGsジャパンアワード
Ø 金沢SDGs未来都市認定（２０２０）



金沢SDGsのこれまで

2020年〜金沢ミライシナリオを実践するための取り組みへ

パートナー募集

2018年7月
３者協定締結 2019年3月

金沢SDGs共同宣言
IMAGINE KANAZAWA 2030 発足

4月 第１回SDGsカフェ

6月 SDGsミーティング開始

12月 公式ホームページリリース（日英）

2020年3月
金沢ミライシナリオ完成

6月 IMAGINE KANAZAWA2020
推進会議設置

金沢市、金沢青年会議所、
国連大学の３者が
SDGs推進協力を確認

市民が2030年のありたい姿を議論し行動計画策定へ

誰でも気軽に金沢のミライを
イマジンする場

7月SDGs未来都市認定

〜持続可能な観光〜





140を超える個人、団体、企業

がパートナシップでプロジェクト

を作る



SDGsカフェ

2030年の金沢をイマジンしよう

レポートページ

はこちら！

YOU TUBEはこちら！

2019年4月から開始



2030年の金沢をイマジンしよう

1. 2019年4月 未来の教育ーこんな学びの場が欲しい

2. 5月 Civic techと誰も取り残さない情報アクセス

3. 6月 Most Likely to Succeed 上映会

4. 6月 今求められる教育

5. 7月 こんな会社があったら金沢で働きたい！

6. 9月 文化のまちづくり

7. 10月「気候変動危機」ー金沢のアクションをみんなで考えるー

8. 11月 つながり助け合うのに必要なことは？ ー 新しいパートナーシップのあり方を考える

9. 2020年 1月 金沢の未来の交通

10. 2月 スポーツ x SDGsから考える金沢の可能性

11. 4月 持続とは変化!?ーwith コロナ時代の働き方ー

12. 6月 金沢にESG投資が根付くには

13. ８月（番外編）高校生連動企画「理想の教育とは？」

14. 9月グリーンインフラ ー市民全員が庭師になろうー

15. 10月もったいないがないマチにむけて ーエネルギーの地産地消を考えるー

16. 2021年1月 当事者から学ぼうー多様な働き手とダイバーシティ経営

17. 5月 金沢発！経済の地域循環とCO2削減を実現するグリーンボンドのしくみを学ぼう！



ありたい姿を共有

＋

そのために何をする︖

＋

誰が︖お⾦は︖

参加型で作った金沢ミライシナリオ



⾦沢が変わろうとしています

7月1日金沢市でパートナシップ宣誓制度の導入開始

私の中で転機になったのは、昨年の7月金沢市の内閣府のSDGS未来都市に選定されたことです。
そのベースに、金沢ミライシナリオという行動計画があります。その中にもLGBTフレンドリーな街とい

うふうに明記もされています。自分らしさというものを表にだして、生き生きと生活をし、住み続けら
れることが出来るような街を目指すことがまさにSDGS未来都市です

山野之義市長6月議会答弁より



⾦沢が変わろうとしています

• 地域の学びを、SDGsで時代に合わせる

６０を超える公民館で60年続いた女性学級→SDGs学級に

菊川町公民館の事例：

北陸大学の学生さんとのコラボ

国連大学OUIKと蛍調査＆鑑賞会

その他：しめ縄造り、寄せ植え講座などを

SDGs的視点で再点検



⾦沢が変わろうとしています



学びあいのステージへ!

朝とれもんプロジェクト

朝セリ視察ツアー
（2020年12月）

学び：

Ø 漁師さんの労働環境改善

Ø 一匹からでも競り落とす
Ø 地産地消でCO2排出削減

Ø 消費者、小売などバリューチェー
ン全体の協力が必要！



⾦沢の変化を数字で⾒ていきます



あなたのSDGs度をチェック︕



⽅向性３⼦供がゆめを描けるまち

アンケート調査結果から、相対的貧困層では、「子どもの就学に係る費用の
軽減」、「就職・転職の支援」、「住宅費の軽減」、「一時的に必要な資金
が借りられること」といった経済状況に関する支援を希望する割合が高く

なっています。経済的な支援以外では、「子どものことに関する相談・支

援」「同じ悩みを持つ人との交流」のほか、「市役所等の手続きを一緒に
行ってくれること」が求められています。

本市にはすでに多種多様な相談窓口や支援制度があるにも関わらず、必要
な人に必要な情報が行き渡っていない可能性があることが見えてきました。



能登の小学生に里山里

海の価値を理解してもら

うには、どんな方法があ
りますか？



地域資源（里山里海）の価値を次世代に

• まつりのご馳走から、生態系サービス
や地域文化を辿る絵本 （小学校低
学年向け）

• 監修には、地域の生態学者、地域文
化の専門家、デザイナーなど専門家

• 小学校、地域の公民館、保育園での
読み聞かせ。

• 授業での展開を模索するため、能登
地域教育関係者と協議中。



教育制度

教育要項
地域の

教育学校

カリキュラム

先生の理解
家庭の

姿勢
子供の学び



様々な階層からの働きかけ

1) 個人 個々人の知識、意識、スキル

2) 個人間 家族、友人らの知識、行動からの
影響

3) 組織 会社、学校、専門機関の慣習、方針

4) 地域 地域社会（メディアも）の文化的価値、
規範、社会通念

5) 法律・政策 地域やビジネスに与える影響

[ソーシャルプロジェクトを成功に導く１２ステップ] 18p 社会生態モデル



Strive Partnership

• 教育改革プログラム（米国 シンシナティ）
• 「ゆりかごからキャリアまで」を共通ビジョン
• 地域の学校、PTA、教員組合、地域学校代表、行政、企業、財団、大学、

NPOなど300以上の団体が定期的に状況を共有する会合を重ねる
• Striveが協働を呼びかけ
• 大学入学者の増加したい→１）高校中退者を減らす→２）中2の数学→３）
小３までの読書習慣→４）家庭での小学校入学準備

• ６つの指標を設定、毎年計測
– 入学準備のできている家庭の数

– 3年生の読書習慣率

– 中２の数学の成績
– 高校の中退率
– 大学進学率
– 大学入学準備試験の成績

• Striveは新しいプログラムを開発したわけではない
• それぞれの団体が指標改善のために活動
• 団体間の学び合いが起きている

同引用よりStanford social innovation review 誌 J. カニア



• 優先順位が違う

• 手法が違う

• 競合する

• 予算規模・システムが違う

• 個別のアピール

• 誰が仕切るのか

個別の取り組みの成果をあ

げる

• 手法や優先順位が違う団体は

新しい仕組みを生み出す

• パイを取り合う競合ではなくパ

イを広げる仲間

• 支援者によい体験を提供して

伝道師になってもらう

• 多様な専門、強みを持つ団体

に参加してもらいリーダー権限

を分担してもらう

社会、地域の中のごく一部にしか
影響を与えることができない

社会システムのシフトの実現へ

同引用よりStanford social innovaLon review 誌 J. カニア

孤立したインパクト
集団的なインパクト

（コレクティブインパクト）



コレクティブと協議会の違い

個別の取り組み 組合・協議会 コレクティブな協働

活動と
成果

それぞれの活動で
それぞれの成果を
生む

個別活動が集ま
り、一つの組織
として活動し、成
果を出す

課題と成果を共有しな
がら、個別に活動し、
成果を生み、集団とし
ての成果も大きくなる

意思決定 各自が意思決定し、
他の影響は受けな
い

集団として意思
決定し、個々は
従う

全体や他の状況を踏
まえ、各自が自ら意思
決定する

「ソーシャルプロジェクトを成功に導く１２ステップ」より



まとめ

uできることからやっていく、でも向かう未来はみんなとSDGsで共

有しよう！

u既存のしくみ、取り組みをSDGsで再評価、アップデートや見直

しを！

u新しいパートナーシップを生み出そう！

u必要な資源は何か、発信を！


